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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新たに女性教員を採用した場合、各部局が負担する人件費の４分の１を全学運用人件費より補填するシステム

男性教員を採用した場合と比べて部局の人件費を節約することができ、節約分を部局員の増員や昇任、非常勤講師の任用に活用することができる

この方式は、平成18年度人事から適用が始まっている 



数値目標に向かってポジティブアクション（positive action, affirmative action）を行う場合、数だけを増やせばいいのか、男性への逆差別にならないか等、ポジティブアクションの正当性を問う議論・問題提起が必ずなされます。

女性教員・女性研究者の数を増やすことの重要性は、女性の孤立感の軽減・身近なロールモデルの増加、教育・研究現場の雰囲気の刷新による意識改革促進など、多くの効果が期待されることから大きいといえます。北大の中期計画・中期目標にも明記されている「ポジティブアクション」を、男性にも女性にも納得の得られる方法で行いたい！その強い思いから、ポジティブアクション北大方式が提案されました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サイエンスエンジェル：女子大学院生に、女性科学者の身近なロールモデル（手本）となってもらう制度
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
子育て中の女性研究者支援のため，研究補助員のリサーチフェローと事務補佐員のアカデミックアシスタントを１名ずつ配置

モデルケースとして現在５名の研究者がその対象となっている



ワークライフバランスへの取り組み

木曜日は定時帰宅奨励日→９時５時で帰宅するように奨励

午前中は研究専念タイムとし，電話連絡を極力しないよう指導
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学内保育室の設置は様々な大学で取り組まれている

京大では一歩進んで病児保育室を設置

年度途中の出産等により、保育園の入園待ちを余儀なくされている女性研究者等を対象とした、保育園入園待機乳児保育室も設置
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
女性研究者はパートナーも研究者であることが多く（女性研究者の50％以上はパートナーも研究者）、同じ地域にそれぞれが研究ポストを得られなければ、同居を諦めるか、どちらかがキャリア継続を諦めるかの選択を迫られる

 若いカップルにとって出産・育児期間を含む家庭形成期は、パートナーと同居し、二人が協力して仕事（研究）と家庭生活の両立を図ることが望まれる

地方大学の場合、首都圏や関西圏などの大学等研究機関が群立している地域と異なり、近隣に研究ポストを得られる大学や研究機関が非常に限られており、研究者カップルの一方が赴任した場合、パートナーが同じ地域で活躍の場を探すことは著しく困難である。

1.大学内外・近隣の研究ポスト情報の網羅・提供

2.（北大）北大赴任者の研究者パートナーのための、独自の研究員ポストの創設。


HRERKDAVAIILTIE

o AA—TR
jF’V'J?ﬁ?I
ILETILDIER
)‘/'3'! MEE
—AA—(BIEE)DIETE



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
女性研究者育成の観点からメンタル面の支援にも力を入れてる

キャリアを形成した女性研究者を招いて講演→ロールモデル（手本）を提示する

メンター（助言者）となる研究者を指定して，若手女性研究者の相談に乗ってもらう機会を作る
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上，様々な取り組みの中でその大学に特徴的な取り組みを紹介（農工大の卒業生支援を除く）

大学における取り組みをまとめると、３本の柱からなっていると考えられる。
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